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1 は じ め に

ツルガムは高い乾物収量や晩播適応性等多くの利点を持

つ飼料作物であるが,気象の影響を受け,収量が変動 しや

すい。本報ではこのソルガムの生育特性を把握し,栽培の

安定化を図るために収量変動を予測する方法として,気温

と日射量とからの乾物収量の予測モデルの作成を試みたの

で報告する。

2試 験 方 法

供試品種はソルゴー型の晩生種SG-lAと F S902と
し,栽培試験は東北農業試験場内において,播種期を 1か

月ずつ 3回 ('90年 5/7,6/4, 7/3)に 分けて行

う作期移動試験とした。施肥及び管理は標準的なものとし

た。また,用いた気象データは東北農業試験場内の露場観

測点の測定値である。

3 試験結果及び考察

今回の収量予測には以下のモデルを適用した。
2'3)。

DW=KlΣ S(1-r)       は)

「
=exp(― K2・ LAI)      (2)
LAl=a/[1+exp(― c(T― b)〕 ] (3)
DW:乾物重 Kl:光―乾物変換率 S:日 射量

「
:光透過率 K=:消散係数 LAI:葉面積指数
T:積算気温 a,b,c:パラメータ
このモデルではまず(3)式で毎日の葉面積指数を出芽日か

らの単純積算温度の関数として求め,この葉面積指数から

(2)式で群落の光透過率を,この透過率と毎日の日射量,光―

乾物変換率とからに)式で乾物収量を予測する。

次にこのモデルの各パラメータを求める。まず光―乾物

変換率を求める。これは栽培試験で得た各測定日の集回積,

気象データから得たその測定日までの吸収日射量と,乾物

収量 (測定値)をグラフにプロットした。この変換率は極

生育末期を除いて,生育時期や環境条件にかかわらず一定

と見なせることから
1),原
点を通る1次直線に近似 し, こ

の傾きを変換率とした。またこの際用いた消散係数は今回

は測定できなかったため適当と思われる値K2=055と し

た。以上のようにして得られた変換率 Klは表 1の とおり

で,乾物収量の高いF S902が高い変換率を示した。

次に葉面積指数のモデル化を行う。各測定日までの積算

温度と葉面積指数をグラフにプロットし,式3)の各パラメー

タについて最適化を行った。(図 1,図 2)図 1で SG―
lAは ほぼ満足できる一致を示した。
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図 1 1.AI拡大モデル (SG-lA)
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図 2 LAI拡大モデル (FS 902)

以上のようにして得られたパラメータが表 1である。こ

のモデルと今回用いた気象データから計算した乾物収量の

計算値と実測値を比較したものが図3,図 4である。最終

測定日は両品種とも9/18であり (こ の後,台風による倒

伏で測定不能となった。),この日の実測値と計算値はSG―

lAで は5月 播種から順次10a当 たり2257kgと 2125kg,

1509kgと 1523kg, 1004kgと 894kgで あった。 F S 902で は
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同様に2476聰 と2577kg,2201kgと 1863kg,1003kgと 1104kg

であった。SC-lAで は,5月播種の生育初期で計算値
が高めに推移し,7月播種で全体に若千低めになったもの

の満足できる一致を示したといえる。FS902に ついて
は,SC-lAと 同様に5月播種の初期の部分で高めにで
たことと,5月 ,6月 とも終盤に大きなばらつきがあった

ため高めの予測となった。

表 1 各パラメータ

FS902

ていないため,温度に関係なく乾物生産が行われる。植物

の生長解析行う際,0℃以上のある温度で生長が 0に なる
として,温度の足切りを行う有効温度がよく用いられる。

この生育の停止する温度はツルガムの場合,15℃付近と言

われるが,この温度を今回は以下の方法で求めた。先に13)

式で葉面積指数をモデル化した際には0℃以上の単純積算

温度を用いたが,こ れを有効積算温度とし,3播種期まと
めてではなく各播種期ごとに13)式への最適化を行う。この

際,有効温度を 1℃刻みで変化させ,各播種期の最適化さ

れたパラメータが最もよく一致した温度を,求める温度と

した。このようにして求められた生育の停止する温度は13

℃であった。ここで再度'89年について,気温が13℃以下

の日の乾物生産量を0と して計算を行うと (表 2,予測値

②),9/26,10/16両日共,非常によく一致した。
以上の結果からソルガム品種SC-lAに ついては,今
回作成したモデルは妥当であり,乾物収量の予測に有効で

あると考えられる。

表2 他試験との比較

日付

K:

K,

a

b

C

2 19

055

853

990

766E-3

―Й 言擦…6/4講卜 7/3:襟

ψ 実測×6/4実測'7ん実側

日 付

地上部乾物重の増加 (SG-lA)
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図4 地上部乾物重の増加 (FS-902)

SC-lAに ついては妥当なパラメータが得られたと思
われるので,'89年 に東北農業試験場で行った他試験のデー

タと比較を行った。(表 2)測定値とモデルによる予測値

①を比べると,9/26の値は誤差が少ないが10/16に なる
と誤差が大きくなっている。植物は一般に低温になると光

合成は低下する。'89年も10月 に入って平均気温が10℃以

下となる日もあり,光合成はかなり低下したと考えられる。

しかし今回使用したモデルは,図 3で 9/18以降も乾物収

量の予測値が直線的に増加していることからもわかるとお

り,日射を吸収し乾物に変換する部分には温度の関数は入っ

1,584

1,602

1

9/27

10/13

10/14

10/15

10/16

東北農試'89年成績 (SG-lA)
① :気温 0℃以上の生産量を積算
② :気温13℃以上の生産量を積算
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